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令和４年度　収支予算書
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（１）

第3回定時理事会の様子

予算額

943,000,000
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1,000
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前年度予算額
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1,000

5,000

1,273,291,000

40,000,000

40,000,000
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増　減

12,000,000

3,850,000

0

0

0

0

0

▲ 1,230,000

0

0

14,620,000

0

0

14,620,000

収入の部

科　　目

受 託 事 業 収 益

葬祭場管理運営費事業収益

労働者派遣事業等受託収益

職業紹介事業受託収益

受取会員登録手数料

基 本 財 産 運 用 益

特 定 資 産 運 用 益

受 取 補 助 金 等

受 取 寄 付 金

雑 収 益

経 常 収 益 計

借 入 金 収 入

財 務 活 動 収 入 計

収 入 の 部 合 計

予算額

1,250,498,000

37,413,000

1,287,911,000

40,000,000

40,000,000

1,327,911,000

0

0

0

0

0

前年度予算額

1,239,582,000

38,709,000

1,278,291,000

40,000,000

40,000,000

1,318,291,000

▲ 5,000,000

5,000,000

0

0

0

（単位：円）

増　減

10,916,000

▲ 1,296,000

9,620,000

0

0

9,620,000

5,000,000

△ 5,000,000

0

0

0

支出の部

科　　目

事 業 費

管 理 費

経 常 費 用 計

借 入 金 返 済 支 出

財 務 活 動 支 出 計

支 出 の 部 合 計

収 支 差 額

シルバー事業運営資金取崩収入
当 期 収 支 差 額

前 期 繰 越 収 支 差 額

次 期 収 支 差 額

実
施
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
依

然
と
し
て
収
束
の
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
セ
ン
タ
ー
の
普
及
啓
発
活
動
な
ど
に
つ
い
て
は
、

新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
の
取
り
組
み
を
導
入
し
て
い

く
予
定
で
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら
は
、
適
格
請
求
書
等
保

存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
の
導
入
が
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
は
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
存
続
に
係
わ
る
課
題
で
も
あ

る
た
め
、
他
都
市
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
と

も
連
携
し
て
研
究
、
検
討
を
行
い
、
対
応
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
「
第
３
期
基
本
計
画
」
の
中
間
の

年
と
な
り
ま
す
が
、
昨
今
の
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
た

事
業
計
画
目
標
値
の
見
直
し
の
検
討
を
行
う
と
と
も

に
、
会
員
登
録
者
数
及
び
受
注
件
数
の
伸
び
悩
み
に

対
応
す
る
た
め
、
セ
ン
タ
ー
の
認
知
度
向
上
に
よ
る

新
規
会
員
の
獲
得
や
新
規
顧
客
の
開
拓
等
に
よ
る
受

注
拡
大
、
広
報
戦
略
・
計
画
の
策
定
と
実
行
に
、
役

職
員
と
会
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
加
え
て
「
か
わ
さ
き
南
部
斎
苑
」
及
び
「
か
わ
さ

き
北
部
斎
苑
」
の
葬
祭
場
管
理
運
営
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
火
葬
の
予
約
か
ら
火
葬
ま
で
の
お
待
ち
い

た
だ
く
日
数
を
現
在
よ
り
縮
減
で
き
る
よ
う
努
め
る

と
と
も
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
改
め
、
い
た
だ
い

た
ご
意
見
・
ご
要
望
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
改
善

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
方
針

　
公
益
目
的
事
業
―
一

（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
）

　
１
　
会
員
の
増
強
と
育
成

　
２
　
就
業
機
会
の
拡
大
・
受
注
開
拓

　
３
　
安
全
・
適
正
就
業
の
徹
底

　
４
　
事
業
推
進
体
制
の
強
化

　
５
　
第
３
期
基
本
計
画
の
推
進
及
び
事
業
計
画

目
標
値
の
的
確
な
進
行
管
理

　
３
月
22
日（
火
）に
第
３
回
定
時
理
事
会
が
開
催
さ

れ
、
次
の
４
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
全
会
一
致

で
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

①「
令
和
３
年
度 

補
正
予
算
に
つ
い
て
」

②「
令
和
４
年
度 

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の

承
認
に
つ
い
て
」

③「
令
和
４
年
度 

川
崎
信
用
金
庫
短
期
借
入
金

契
約
に
つ
い
て
」

④「
令
和
３
年
度 

臨
時
評
議
員
会
の
日
時
及
び

場
所
並
び
に
目
的
で
あ
る
事
項
等
の
決
定
に

つ
い
て
」

　
令
和
４
年
度 
事
業
計
画

　
令
和
３
年
度
は
、
昨
年
度
か
ら
引
き
続
く
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
翻
弄
さ
れ
た
年

と
な
り
ま
し
た
。

　
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ
ン

タ
ー
」
と
い
う
。）
に
お
い
て
も
、
そ
の
影
響
は
大

き
く
、
入
会
者
数
が
減
少
し
、
企
業
の
受
注
契
約
の

見
直
し
や
就
業
の
見
合
わ
せ
、
公
共
受
注
の
一
部
就

業
中
止
な
ど
に
よ
り
、
契
約
数
及
び
就
業
率
が
減
少

し
ま
し
た
。

　
普
及
啓
発
に
お

い
て
も
、
例
年
行

っ
て
い
た
市
民
の

方
へ
直
接
的
に
Ｐ

Ｒ
で
き
る
よ
う
な

活
動
を
中
止
と
し

た
た
め
、
老
人
福

祉
施
設
へ
の
会
員

募
集
広
告
入
ポ
ケ

ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

の
配
置
や
、
タ
ウ

ン
ニ
ュ
ー
ス
へ
の

会
員
募
集
記
事
の

掲
載
回
数
を
増
や

す
な
ど
、
実
行
可

能
な
取
り
組
み
を

　
公
益
目
的
事
業
―
二
（
葬
祭
場
運
営
事
業
）

　
１
　
公
衆
衛
生
の
向
上
と
公
共
葬
祭
場
と
し
て

の
公
平
性
の
確
保

　
２
　
質
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　
３
　
適
正
な
業
務
の
遂
行
と
効
率
的
な
事
業
運

営



◇ 令和４年１月～３月　主な事故発生状況 ◇
事 　 故 　 状 　 況事務所区分 年齢 性別№ 仕事の内容 事故原因事故発生日

※期間中の賠償事故はありませんでした。
　傷害事故については期間中3件ありましたが、いずれの事故も普段行っている何気ない動作から発生した事故でした。
　いつも行っている作業・動作でも突発的な事で慌ててしまうと、周りが見えにくくなり、事故が起きやすくなります。また、雪に限
らず雨の日も路面が滑りやすいため、十分に注意してください。普段から事故、怪我の可能性を意識しながら慎重な作業をお願いします。

講
習
会
実
施
報
告

講
習
会
実
施
報
告

（３） （２）

施設にあるごみ集積所でごみを整理していたところ、
強風でごみが拡散。急いで収集しようとした際、雪に
足を滑らせて転倒し、前頭部を路面に強打した。

施設4階の洗濯物干し場で、物干し竿の下を掃除しよ
うと屈んだところ、物干し竿の端に左目の下の頬骨付
近を強打し、負傷した。

就業先からの帰宅途中、交差点で信号が青になり、自
転車のペダルを漕ぎ出そうとした際に、バランスを崩
して右側に転倒。その際に、右足かかとをサドルと地
面の間に挟み骨折した。

南部

南部

南部

就業中

就業中

途上

男

女

女

74

78

76

1

2

3

屋内清掃
作業

屋内清掃
作業

施設内
軽作業

注意不足

注意不足

注意不足

1月7日

2月14日

3月1日

●
植
木
（
松
の
手
入
れ
）
講
習
会
の
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
４
年
２
月
21
日（
月
）

　
川
崎
市
緑
ヶ
丘
霊
園
を
会
場
と
し
て
、
植
木
（
松
の
手

入
れ
）
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
習
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講
じ

た
上
で
の
開
催
と
な
り
、
南
部
、
中
部
及
び
北
部
事
務
所

の
植
木
班
に
所
属
し
て
い
る
22
名
の
会
員
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　
講
師
は
６
名
の
ベ
テ
ラ
ン
植
木
会
員
の
方
に
お
願
い

し
、
参
加
者
は
３
〜
４
名
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
講
師

が
手
入
れ
の
方
法
の
説
明
を
行
い
な
が
ら
剪
定
を
行
い
、

続
い
て
参
加
者
が
剪
定
を
行
う
と
い
っ
た
手
法
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
の
講
習
会
は
、 

①
傷
害
事
故
及
び
賠
償
事
故
の
発

生
件
数
が
多
い
植
木
作
業
に
お
け
る
剪
定
用
具
・
脚
立
等

の
器
材
の
使
用
方
法
の
習
得
、 

②
樹
木
の
中
で
も
手
入
れ

が
難
し
い
松
に
つ
い
て
、
技
術
向
上
の
た
め
の
実
技
習

得
、 

③
講
習
会
を
通
じ
た
会
員
相
互
の
情
報
交
換
及
び
親

睦
を
目
的
と
し
て
お
り
、
参
加
者
か
ら
は
、「
講
師
の
方

は
ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
、
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
の

で
、
楽
し
い
講
習
会
に
な
り
ま
し
た
。」、「
松
の
剪
定
方

法
で
、
も
み
あ
げ
・
す
か
し
な
ど
の
技
術
を
習
得
で
き
ま

し
た
。」
と
い
っ
た
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
講
師
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
参
加
者
の

皆
様
も
お
疲
れ
様
で
し
た
。



新型コロナウイルス感染症の陽性者又は
濃厚接触者になってしまったら

濃厚接触者となってしまったら～ センターからのお願い ～

　現在就業中の会員の方が陽性者と診断された場合又はご自身が濃厚接触者
となった場合は、就業を中止するとともに、速やかに発注者と担当事務所へ
連絡してください。

　ご自身で連絡できない場合等は、必ず同居のご家族などからのご連絡をお
願いします。

　また、担当事務所の方からも連絡をさせていただく場合がありますので、
必ず連絡が取れる連絡先をお伝えくださいますよう、お願いいたします。

　新型コロナウイルス感染症の濃厚接触者とは、陽性者が発症した日（無症状の場合は検
査日）の２日前から
　マスク着用等の感染防護等がなく、1メートル以内の距離で、15分以上の接触があった方、
及び同居の方等が該当します。
　濃厚接触者の自宅待機期間は、陽性者と最後に接触した日から７日間となります。

　　　　　　（令和４年４月現在）

～　センターからのお願い　～

　熱中症のピークは７月から８月ですが、高齢者の方は水分不足に対する感覚機能の低下や、
暑さに対する身体の調整機能の低下の傾向にあるので注意してください。

●のどの渇きを感じなくても、こまめに水分、塩分などを補給しましょう。
●屋外では帽子をかぶり、直射日光は避けましょう。また、熱を吸収しやすい服装は避け、
通気性のよい、吸湿性・速乾性のある衣服を着用しましょう。

●夏の暑い時期のマスク着用は熱中症のリスクが高くなるので、大きな負担のかかる作業や運動は避けましょう。
●室内でも熱中症になる場合があります。気温や湿度の高い日は適度に扇風機やエアコンを使いましょう。
●体調が優れない場合は無理をせず、作業中でも木陰などで休むようにしましょう。
●複数の会員で仕事をする場合は、声をかけあい、お互いに健康管理を心がけましょう。

　新型コロナウィルス感染症陽性者の濃厚接触者とは、陽性の診断を受けた方と、
発症２日前以降（無症状の場合は検査検体採取２日前以降）に、

●「マスク着用等の感染防護等がなく」
●「1メートル以内の距離で」
●「15分以上」の接触があった方や、同居者の方等が対象の目安となっています。

（令和4年4月現在の定義）
　濃厚接触者の自宅待機期間は陽性者と最後に接触した日から７日間となります。期間中は、毎日熱を測るな
ど健康状態の確認を行い、発熱等の症状が出た場合は、かかりつけの医療機関等に電話をしてください。
　就業中の会員が濃厚接触者となった場合、又はご自身が陽性者と診断された場合等で就業を中止する際は、
速やかに発注者と担当事務所へご連絡してください。ご自身で連絡できない場合には、必ず同居のご家族など
からご連絡してもらうよう、ご手配をお願いします。
　また、担当事務所からご連絡する事もありますので、必ず連絡が取れる連絡先を担当事務所へお伝えくださ
いますよう、お願いいたします。

熱 中 症 の 予 防 に つ い て

（３） （２）

○
安
全
就
業
標
語
募
集
に
つ
い
て

　
安
全
就
業
の
推
進
、
事
故
防
止
の
啓
発
を
目
的

に
、
安
全
就
業
に
係
る
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
就
業

中
及
び
就
業
途
上
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
安
全

就
業
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

　
各
事
務
所
及
び
会
報
に
同
封
の
応
募
用
紙
に
、
会

員
番
号
・
氏
名
等
を
ご
記
入
の
上
、
各
事
務
所
へ
ご

持
参
い
た
だ
く
か
、
次
の
宛
先
へ
郵
送
、
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
応
募
は
一
人
一
標
語
ま
で
、
自
作
の
も
の
に
限
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
宛
　
　先
】

　 

〒
２
１
０
―
０
０
２
６
　
川
崎
区
堤
根
34
―
15

　
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　
経
営
課

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
４
４
―
２
２
１
―
８
５
１
６

【
締
切
り
】

    

令
和
４
年
６
月
10
日（
金
） 

必
着

　
選
考
の
結
果
、
受
賞
者
（
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、

佳
作
）に
は
、
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
を
併
せ

て
、
神
奈
川
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
が

募
集
す
る
安
全
就
業
標
語
に
応
募
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。（
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
受

賞
作
品
は
除
く
）

令
和
４
年
度 『
安
全
就
業
標
語
』 を

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

募
集
し
ま
す
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ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

活
躍
中
の
会
員
さ
ん
の
紹
介

　
　
　
　
　

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

　熱中症のピークは７月から８月ですが、高齢者の方は水分不足に対する感覚機能や、
暑さに対する身体の調整機能が低下する傾向にあるので注意してください。

●のどの渇きを感じなくても、こまめに水分、塩分などを補給しましょう。
●屋外では帽子をかぶり、直射日光は避けましょう。また、熱を吸収しやすい服装は避け、
通気性のよい、吸湿性・速乾性のある衣服を着用しましょう。
●夏の暑い時期のマスク着用は熱中症のリスクが高くなるので、大きな負担のかかる作業や運動の際に
は十分に注意しましょう。
●室内でも熱中症になる場合があります。気温や湿度の高い日は適度に扇風機やエアコンを使いましょう。
●体調が優れない場合は無理をせず、作業中でも木陰などで休むようにしましょう。
●複数の会員で仕事をする場合は、声をかけあい、お互いに健康管理を心がけましょう。

　事務所への就業報告書の送信や、会員相互間での就業依頼書などの
送信にファックスが利用されていますが、番号を間違えて、全く関係
の無い事業所や市民あてに、大切な書類が誤送信されてしまう事故が
発生しています。

　４月１日に改正個人情報保護法が施行され、個人情報の保護が一層強
化されました。ファックスを送信するときは、送信ボタンを押す前に
必ず送信先の電話番号を確認していただきますようお願いいたします。

熱 中 症 の 予 防 に つ い て

フ ァ ッ ク ス の 送 り 間 違 い に
ご 注 意 く だ さ い 。

（５） （４）

　
東
急
田
園
都
市
線
高
津
駅
か
ら
徒
歩
で
約
10
分
ほ
ど

先
の
国
道
２
４
６
号
線
沿
い
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
ラ
イ
フ
溝
口
店
」
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
こ
ち
ら
で

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
ト
や
買
い
物
カ
ゴ
の
整
理
、
消
毒

等
の
作
業
に
従
事
し
て
い
る
及
川
会
員
を
取
材
し
ま
し

た
。

○
及
川
会
員
の
お
話

　
私
は
令
和
３
年
７
月
か
ら
就
業
を
開
始
し
、
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
制
で
１
日
４
時
間
、
月
に
15
日
ほ
ど
就
業
し

て
い
ま
す
。

　
お
客
様
が
使
用
し
た
カ
ー
ト
や
カ
ゴ
は
１
階
・
２
階

の
レ
ジ
付
近
と
３
階
・
４
階
の
駐
車
場
に
置
か
れ
ま
す

の
で
、
私
達
が
そ
れ
ら
を
回
収
・
消
毒
し
、
所
定
の
場

所
に
戻
す
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
カ
ー
ト
や
カ
ゴ
を
消

毒
す
る
際
は
、
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
を
は
め
て
布
巾
に
除
菌

液
を
付
け
て
丁
寧
に
拭
い
て
い
ま
す
。

　
普
段
か
ら
健
康
管
理
に
十
分
気
を
付
け
て
い
ま
す
が
、

こ
の
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
特
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
罹
ら
な
い
よ
う
、
用
事
の
な
い
と

き
は
外
出
を
控
え
、
外
出
時
も
人
混
み
を
避
け
る
な
ど

気
を
付
け
て
い
ま
す
。

　
私
は
健
康
の
た
め
、
自
宅
か
ら
就
業
先
ま
で
歩
い
て

通
っ
て
お
り
、
仕
事
の
日
は
１
日
４
時
間
の
仕
事
と
あ

わ
せ
て
、
１
万
４
千
歩
ほ
ど
に
も
な
る
の
で
体
を
動
か

す
こ
と
が
で
き
、
健
康
的
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
で
は
こ
の
仕
事
が
初
め
て
で
す
が
、
身
体

が
健
康
で
あ
る
限
り
、
こ
の
仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
菅
原
副
店
長
の
お
話

　
私
が
以
前
勤
め
て
い
た
店
舗
で
も
、
シ
ル
バ
ー
さ
ん

に
カ
ゴ
や
カ
ー
ト
の
整
理
な
ど
を
依
頼
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
信
頼
し
て
お
任
せ
で
き
る
と
思
い
、
溝
口
店
で

も
シ
ル
バ
ー
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
こ
ち
ら
の
店
舗
の
あ
る
建
物
に
は
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
、

病
院
が
入
っ
て
お
り
、
患
者
さ
ん
の
出
入
り
も
あ
る
こ

と
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対
策
を
十

分
に
行
う
よ
う
に
注
意
し
て
い
ま
す
。
及
川
さ
ん
を
は

じ
め
シ
ル
バ
ー
さ
ん
は
、
体
調
管
理
を
し
っ
か
り
行
っ

て
お
り
、
挨
拶
も
元
気
よ
く
し
て
く
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
お
客
様
と
の
ト
ラ
ブ
ル
や
接
触
事
故
な
ど
も

起
こ
さ
ず
仕
事
を
き
ち
ん
と
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

接
客
態
度
に
つ
い
て
は
グ
ー
グ
ル
の
口
コ
ミ
で
良
い
評

判
の
書
き
込
み
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
今
後
も
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
取
材
を
終
え
て

　
及
川
会
員
が
行
っ
て
い
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
ト
や

カ
ゴ
の
整
理
、
消
毒
等
の
お
仕
事
は
、
量
が
多
く
、
丁

寧
に
や
っ
て
い
る
の
で
ほ
と
ん
ど
休
み
な
く
手
を
動
か

し
て
お
ら
れ
、
大
変
だ
と
思
い
ま
し
た
。
お
店
も
明
る

い
雰
囲
気
で
、
買
い
物
に
来
ら
れ
た
親
御
さ
ん
と
一
緒

に
い
る
お
子
様
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
お
仕
事

の
楽
し
み
の
一
つ
だ
と
及
川
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。

　
及
川
さ
ん
は
仕
事
中
も
明
る
い
笑
顔
が
印
象
的
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
す
の
で
健
康
に
は
十

分
気
を
付
け
て
、
お
店
の
安
心
・
安
全
の
た
め
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
カ
ー
ト
や
カ
ゴ
の
整
理
等
業
務
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
す
ま
す
お
元
気
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

取
材
：
会
報
編
集
委
員
　
江
部
　
英
夫



ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

活
躍
中
の
会
員
さ
ん
の
紹
介

　
　
　
　
　

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

　熱中症のピークは７月から８月ですが、高齢者の方は水分不足に対する感覚機能や、
暑さに対する身体の調整機能が低下する傾向にあるので注意してください。

●のどの渇きを感じなくても、こまめに水分、塩分などを補給しましょう。
●屋外では帽子をかぶり、直射日光は避けましょう。また、熱を吸収しやすい服装は避け、
通気性のよい、吸湿性・速乾性のある衣服を着用しましょう。
●夏の暑い時期のマスク着用は熱中症のリスクが高くなるので、大きな負担のかかる作業や運動の際に
は十分に注意しましょう。
●室内でも熱中症になる場合があります。気温や湿度の高い日は適度に扇風機やエアコンを使いましょう。
●体調が優れない場合は無理をせず、作業中でも木陰などで休むようにしましょう。
●複数の会員で仕事をする場合は、声をかけあい、お互いに健康管理を心がけましょう。

　事務所への就業報告書の送信や、会員相互間での就業依頼書などの
送信にファックスが利用されていますが、番号を間違えて、全く関係
の無い事業所や市民あてに、大切な書類が誤送信されてしまう事故が
発生しています。

　４月１日に改正個人情報保護法が施行され、個人情報の保護が一層強
化されました。ファックスを送信するときは、送信ボタンを押す前に
必ず送信先の電話番号を確認していただきますようお願いいたします。

熱 中 症 の 予 防 に つ い て

フ ァ ッ ク ス の 送 り 間 違 い に
ご 注 意 く だ さ い 。
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東
急
田
園
都
市
線
高
津
駅
か
ら
徒
歩
で
約
10
分
ほ
ど

先
の
国
道
２
４
６
号
線
沿
い
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
ラ
イ
フ
溝
口
店
」
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
こ
ち
ら
で

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
ト
や
買
い
物
カ
ゴ
の
整
理
、
消
毒

等
の
作
業
に
従
事
し
て
い
る
及
川
会
員
を
取
材
し
ま
し

た
。

○
及
川
会
員
の
お
話

　
私
は
令
和
３
年
７
月
か
ら
就
業
を
開
始
し
、
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
制
で
１
日
４
時
間
、
月
に
15
日
ほ
ど
就
業
し

て
い
ま
す
。

　
お
客
様
が
使
用
し
た
カ
ー
ト
や
カ
ゴ
は
１
階
・
２
階

の
レ
ジ
付
近
と
３
階
・
４
階
の
駐
車
場
に
置
か
れ
ま
す

の
で
、
私
達
が
そ
れ
ら
を
回
収
・
消
毒
し
、
所
定
の
場

所
に
戻
す
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
カ
ー
ト
や
カ
ゴ
を
消

毒
す
る
際
は
、
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
を
は
め
て
布
巾
に
除
菌

液
を
付
け
て
丁
寧
に
拭
い
て
い
ま
す
。

　
普
段
か
ら
健
康
管
理
に
十
分
気
を
付
け
て
い
ま
す
が
、

こ
の
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
特
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
罹
ら
な
い
よ
う
、
用
事
の
な
い
と

き
は
外
出
を
控
え
、
外
出
時
も
人
混
み
を
避
け
る
な
ど

気
を
付
け
て
い
ま
す
。

　
私
は
健
康
の
た
め
、
自
宅
か
ら
就
業
先
ま
で
歩
い
て

通
っ
て
お
り
、
仕
事
の
日
は
１
日
４
時
間
の
仕
事
と
あ

わ
せ
て
、
１
万
４
千
歩
ほ
ど
に
も
な
る
の
で
体
を
動
か

す
こ
と
が
で
き
、
健
康
的
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
で
は
こ
の
仕
事
が
初
め
て
で
す
が
、
身
体

が
健
康
で
あ
る
限
り
、
こ
の
仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
菅
原
副
店
長
の
お
話

　
私
が
以
前
勤
め
て
い
た
店
舗
で
も
、
シ
ル
バ
ー
さ
ん

に
カ
ゴ
や
カ
ー
ト
の
整
理
な
ど
を
依
頼
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
信
頼
し
て
お
任
せ
で
き
る
と
思
い
、
溝
口
店
で

も
シ
ル
バ
ー
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
こ
ち
ら
の
店
舗
の
あ
る
建
物
に
は
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
、

病
院
が
入
っ
て
お
り
、
患
者
さ
ん
の
出
入
り
も
あ
る
こ

と
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対
策
を
十

分
に
行
う
よ
う
に
注
意
し
て
い
ま
す
。
及
川
さ
ん
を
は

じ
め
シ
ル
バ
ー
さ
ん
は
、
体
調
管
理
を
し
っ
か
り
行
っ

て
お
り
、
挨
拶
も
元
気
よ
く
し
て
く
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
お
客
様
と
の
ト
ラ
ブ
ル
や
接
触
事
故
な
ど
も

起
こ
さ
ず
仕
事
を
き
ち
ん
と
行
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て
い
た
だ
い
て
お
り
、

接
客
態
度
に
つ
い
て
は
グ
ー
グ
ル
の
口
コ
ミ
で
良
い
評

判
の
書
き
込
み
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
今
後
も
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
取
材
を
終
え
て

　
及
川
会
員
が
行
っ
て
い
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
ト
や

カ
ゴ
の
整
理
、
消
毒
等
の
お
仕
事
は
、
量
が
多
く
、
丁

寧
に
や
っ
て
い
る
の
で
ほ
と
ん
ど
休
み
な
く
手
を
動
か

し
て
お
ら
れ
、
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変
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と
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。
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囲
気
で
、
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ら
れ
た
親
御
さ
ん
と
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緒

に
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る
お
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様
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
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事

の
楽
し
み
の
一
つ
だ
と
及
川
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。

　
及
川
さ
ん
は
仕
事
中
も
明
る
い
笑
顔
が
印
象
的
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
す
の
で
健
康
に
は
十

分
気
を
付
け
て
、
お
店
の
安
心
・
安
全
の
た
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シ
ョ
ッ

ピ
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グ
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ト
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カ
ゴ
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等
業
務
を
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い
た
だ
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と
思
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ま
す
。
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。
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会
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委
員
　
江
部
　
英
夫



北部事務所安全・適正就業巡回の様子
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◎
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所

☎
8
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務
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よ
り

事
務
所
だ
よ
り

◆
北
部
事
務
所

☎
9
8
0
―
0
1
3
1

（５） （６）

◎
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
員
に
よ
る

巡
回
指
導
の
実
施
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　     
令
和
４
年
２
月
４
日（
金
）

　
高
津
区
に
あ
る
ス
ー
パ
ー
の
作
業
現
場
で
巡
回
指
導

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
就
業
会
員
が
行
っ
て
い
る
仕
事
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

カ
ー
ト
及
び
買
い
物
カ
ゴ
の
整
理
と
消
毒
作
業
で
、
常

時
１
名
、
５
名
で
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
体
制
で
就
業
し

て
い
ま
す
。

　
安
全
・
適
正
就
業
対
策
員
か
ら
、
就
業
会
員
は
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
ト
と
カ
ゴ
の
運
搬
の
際
、
作
業
の
迅
速

さ
だ
け
で
な
く
、
お
客
様
と
接
触
す
る
こ
と
等
の
事
故

が
な
い
よ
う
周
囲
に
気
を
配
り
、
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
就
業
を
し
て
い
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
た
と
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　
今
後
の
作
業
に
お
い
て
も
体
調
管
理
に
気
を
つ
け
、

引
き
続
き
現
場
に
お
い
て
周
囲
の
状
況
に
配
慮
し
な
が

ら
作
業
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

◆
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
員
に
よ
る

巡
回
指
導
の
実
施
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　     

令
和
４
年
３
月
15
日（
火
）

　
安
全
・
適
正
就
業
委
員
、
対
策
員
及
び
事
務
局
職
員

で
、
多
摩
区
宿
河
原
に
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
清
掃
作
業

の
巡
回
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
物
件
は
、
J
R
南
武
線
久
地
駅
か
ら
徒
歩
約
10
分
の

所
に
あ
る
６
階
建
て
、
総
戸
数
40
戸
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で

す
。
就
業
会
員
が
行
っ
て
い
る
作
業
内
容
は
、
１
階
か

ら
６
階
ま
で
の
共
有
部
分
の
廊
下
の
掃
き
掃
除
、
手
す

り
の
拭
き
掃
除
、
側
溝
と
敷
地
外
周
や
ゴ
ミ
置
き
場
の

整
理
整
頓
を
含
め
た
清
掃
等
で
す
。

　
は
じ
め
に
委
員
と
対
策
員
が
就
業
会
員
の
清
掃
状
況

を
確
認
し
、
そ
の
後
、
就
業
会
員
に
対
し
て
作
業
内
容

に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。

　
巡
回
し
た
委
員
か
ら
は
、「
広
い
マ
ン
シ
ョ
ン
で
す

が
、
隅
々
ま
で
清
掃
が
行
き
届
い
て
き
れ
い
な
状
態
が

保
た
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
作
業
も
常
に
安
全
第
一
を

心
が
け
て
い
た
だ

き
、
今
ま
で
就
業
中

に
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト

な
ど
、
危
険
を
感
じ

た
こ
と
も
な
い
と
の

こ
と
で
す
の
で
、
今

後
と
も
安
全
意
識
を

持
っ
て
就
業
に
務
め

て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。」
と
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

配分金支払日

4月分

5月分

6月分

5月25日 ㈬

6月27日 ㈪

7月25日 ㈪

4月分から6月分の配分金支払日は
次のとおりです。

※配分金は、月末で締め、翌月25日 
（金融機関が休みの場合は翌営業日）
に指定された口座に、お支払います。

人 事 異 動
【退　任】（3月31日）
○常務理事兼事務局長
　小　池　義　教
○次　長　　　　　　　
　山　田　秀　幸
○中部事務所長　　　　 
　荒　金　　　剛
○中部事務所　 　　  　
　吉　田　悦　子

【新　任】（4月1日）
○常務理事兼事務局長
　山　田　秀　幸
○次　長　　　 　 　 　
　西之坊　行　宏
○中部事務所長 　
　北　村　　　修
○中部事務所
　荒　金　　　剛
○南部事務所 　　　  　
　山　本　治　美
○北部事務所　
　宮　田　かおる

【異　動】（4月1日）
○担当部長
　村　田　光　彦
　（経営課長事務取扱）
○担当部長　　　　 　　
　田　村　　　豊
　（南部事務所長
　 事務取扱）
○北部事務所主任 　　　
　衛　藤　健　佑
　（前：北部事務所）


